













A Study on the Introduction of the Specific Educational Programs at the Fund for 
the Improvement of Postsecondary Education in the U.S.A
－ through the legislation process of the Higher Education Amendments of 2008－
Abstract
 The purpose of this study is to analyze the introduction of the specific programs at the Fund for 
the Improvement of Postsecondary Education (FIPSE) in the U.S.A, through the legislation 
process of the Higher Education Amendments of 2008.
 Previous studies have examined whether FIPSE has succeeded or not, considered how the 
projects supported by FIPSE were shared with other educational institutions, considered the 
establishment and the characteristic of the Special Projects in areas of national need at FIPSE, 
analyzed the formation process of FIPSE chronologically, and examined the aid management by 
FIPSE. However, these studies have not considered the introduction of the specific programs at 
FIPSE.
 Then, the obtained results are as follows; (1) The increase in college tuitions has affected the 
establishment of the specific programs at FIPSE. (2) The rules of Project GRAD was prescribed at 








　本研究の目的は，アメリカ連邦政府の一部局である中等後教育改善基金（Fund for the 
Improvement of Postsecondary Education，以下，FIPSE）による特定の教育プログラムへの財
政援助を対象として，この財政援助がどのような経緯のもとで導入されたのかを，2008年高等教









ては，1992年に全米的必要性のある分野に関する特別プロジェクト（Special Projects in Areas 























　2007年6月18日，上院において，関連法案 S.1642，つまり2007年高等教育改正法（the Higher 
Education Amendments of 2007）が保健・教育・労働・年金委員会（Committee on Health, 
Education, Labor and Pensions）の委員長であるテッド・ケネディ（Ted Kennedy）上院議員に
よって提出された。S.1642のうち，FIPSE は Se.741等に記載され，本研究と関わっては，プロ
ジェクト GRAD（Project GRAD）と，独りで子どもを育てる親である学生を支援するための最善
の実践センター（Center for Best Practices to Support Single Parent Students，以下，最善の実
践センター），そして高等教育に関する連邦政府の規制によるインパクトの理解（Understanding 









































































Committee on Education and Labor）委員長であるカリフォルニア州選出のジョージ・ミラー
（George Miller）下院議員らが関連法案 H.R.4137，つまり2007年カレッジ機会・費用負担可能法





が上院の S.1642と同じ名称で新たに規定された。ただ，プロジェクト GRAD については Sec.741
には記載されず，代わりに「Title VIII　追加プログラム」という章の「Sec.814　実演と刷新的



































　まず，プロジェクト GRAD についてである。プロジェクト GRAD は当初，S.1642において
FIPSE の下位規定として位置づけられており，一方で H.R.4137では FIPSE とは異なる Title VIII
という章で規定されていた。しかし，協議の結果，上院が下院に譲歩して，プロジェクト GRAD
は Title VIII に規定されることになった23。また，上院と下院は，プロジェクト GRAD に対して
補助金を支給するというよりはむしろ，プロジェクト GRAD と契約を締結するよう求めることで
妥結した24。そもそもプロジェクト GRAD に関する規定は，Project GRAD USA と呼ばれる特定
の非営利組織に対して補助金を支給することを目的としており，複数の教育機関や関連組織に補
助金を支給するものではなかった。したがって，特定の組織である Project GRAD USA との契約
と規定した方が妥当であるとされたのではないかということが推測される。また，FIPSE はこれ
まで複数の教育機関や組織に対して補助金を支給するという役割を果たしてきた。このことを考














































る最善の実践センターやプロジェクト GRAD が FIPSE の規定として構想されたのである。
　第2に，プロジェクト GRAD については FIPSE に関する条文とは別の章に規定されたというこ
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